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	７管理運営にあたり遵守すべき法令等一覧
	（１）以下の関係法令、条例の規定等を遵守しているか。
1 個人情報の取扱い
2 情報公開への対応
3 公正採用への対応
4 人権研修の実施
5 障害者基本法、身体障害者福祉法、障害者総合支援法、障害者自立支援法、社会福祉法、障害者差別解消法など障がい者福祉に資する法令
6 大阪府社会福祉施設設置条例及び同条例施行規則、大阪府立障害者交流促進センター管理規則など、ファインプラザ大阪の運営を行うにあたり必要な条例、規則
7 労働基準法、最低賃金法、労働安全衛生法及び消防法などその他管理運営を行うにあたり必要な関係法令
8 本要項、協定、提案、その他本府の指示等
	１　管理運営にあたり遵守すべき法令等
（１）関係法令、条例の規定等の遵守
①個人情報の取扱い
・当センター個人情報保護規程に基づき適正に運用
②情報公開への対応
・当センター情報公開規程に基づき適正に運用
③公正採用への対応
・「公正採用選考人権啓発推進員」を設置するとともに大阪府が作成したパンフレット「公正な採用選考のために」基づき公正な採用選考を実施
④人権研修の実施
・「職員研修体制」に基づき年２回実施
１回目：10月21日　職員数：43人
新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、「LGBT」研修資料を全職員に配布
２回目：２月予定
⑤障害者基本法、身体障害者福祉法等障がい者福祉に資する法令遵守
・指定管理者として、関係法令を遵守して適切に運営管理を実施
⑥大阪府社会福祉施設設置条例及び同条例施行規則等関係法令遵守
・指定管理者として、関係法令を遵守して適切に運営管理を実施
⑦その他関係法令の遵守
・労働関係法令他その他関係法令、要項、協定
府の指示等を遵守し適切に運用
⑧本指定管理募集要項、指定管理に係る協定書、提案書、その他大阪府の指示に誠実に確実に実施

	Ａ
	（１）
1 個人情報の取扱いについて、規定を遵守している。
2 情報公開への対応について、規定を遵守している。
3 公正採用への対応について、委員会の設置等により、適正に実施している。
4 人権研修の実施について、「職員研修体制」に基づき、適正に実施している。
5 障害者基本法等、障がい者福祉に資する法令を遵守している。
6 ファインプラザ大阪の運営を行うにあたり必要な条例、規則を遵守している。
7 労働基本法等、その他管理運営にあたり必要な関係法令を遵守している。
8 本要項、規定等、その他本府の指示等について、確実に実施している。

　以上のことから、概ね関係法令、条例の規定等を遵守
していると判断される。
	Ａ
	・特段の指摘、提言なし。

	８安定的な運営が可能となる人的能力等
	(１)以下の指定管理者の組織体制は適切に運用されているか。
1 職員配置について、身体障害者福祉法に基づく身体障がい者福祉センターＡ型の機能を確保するために必要な職員配置とするとともに、利用者の必要に応じて適宜スポーツの指導等を行い、かつ、利用者の安全が確保できる人員を配置しているか。
2 スポーツ事業担当者について、公益財団法人日本障害者スポーツ協会に登録する障がい者スポーツ指導員などの有資格者又は障がい者のスポーツ指導等の経験者あるいは、それと同等の資格を有すると認められる者（例：公益財団法人日本障害者スポーツ協会に登録する上級障がい者スポーツ指導員等）について、障がい者のスポーツ指導等を行い、かつ、当該指導に関する専門性が確保できる人員を配置しているか。
3 障がい者スポーツ等の相談担当者については、障がい者スポーツ指導員（中級以上）、理学療法士、ケースワーカー等の適切な資格を保有する者について、障がい者スポーツ等の相談を行い、かつ、当該相談に関する専門性が確保できる人員を配置しているか。
4 手話通訳士（または、これと同等と認められるもの。以下同じ）を配置することとする。職員、指導員のうち手話通訳士がいる場合は、兼務でも構わないが、常時配置しているか。
5 第三者への委託は適切に行われているか。
6 年間事業計画書等を適切に提出しているか。
7 事業報告書等を適切に提出しているか。
8 指定期間中の管理状況（経理状況）を府に報告しているか。
9 府が管理運営について実地検査及び協議を求めた場合や、直接利用者からの要望や満足度を聞く機会を求めた場合は応じているか。
	１　安定的な運営が可能となる人的能力等
（１）組織体制
身体障害者福祉センター設置運営要綱において、管理運営に必要な職員を置くものとされており、健康運動指導士、手話通訳士、看護師等の人材確保に努め、専門性が確保できる人員を常時配置。
①身体障害者福祉センターＡ型の機能を確保するため適正な職員配置等
※別添「管理体制計画書」参照
②スポーツ事業担当への有資格者の配置及び各種専門資格取得の奨励
※別添「管理体制計画書」参照
③相談事業担当者については、障がい者スポーツ指導員（中級以上）、理学療法士、健康運動指導士等の資格保有者（外部講師を含む）が担当
※別添「管理体制計画書」参照
理学療法士については、外部招聘
④２階総合受付に手話通訳資格者または手話が可能な者を常時配置
⑤第三者への委託については、本募集要項、大阪府の基準、条例等に基づき適正に実施
⑥府への事業報告書の提出等各種報告については、適宜、必要に応じて適切に実施
⑦・⑧府の管理運営にかかる実地検査や各種協議については、真摯に対応
⑨利用者からの要望等については、常時、館内三か所に「ご意見箱」を設置するとともに、年２回「アンケート（満足度）調査」を実施
また、年１回「利用者との意見交換会」（大阪府職員参加）を開催（令和２年度は、新型コロナウイルス感染拡大防止のため中止）
※別添「アンケート調査集計結果」参照
	Ａ
	（１）
①身体障がい者福祉センターＡ型の機能を確保するための必要な職員配置について、Ａ型センターとしての役割を果たすために必要な者の配置等のほか、大阪府障がい者スポーツ協会事務局や本施設運営協議会など、必要な職員配置等が図られている。
2 スポーツ事業担当者について、別添資料「管理体制計画書」のとおり、（公財）日本障がい者スポーツ協会に登録する上級及び中級障がい指導員等の有資格者等、該当指導に関する専門性が確保できる人員を配置している。
3 障がい者等の相談担当者について、別添資料「管理体制計画書」のとおり、理学療法士や健康運動指導士等、該当指導に関する専門性が確保できる人員を配置している。
4 手話通訳士（または、同等と認められるものを常時配置している。
5 第三者への委託を適切に行っている。
6 年間事業計画書は適切に提出している。
7 事業報告書等を適切に提出している。
8 指定管理中の管理状況について、府への報告がなされている。
9 府が管理運営について協議等を求めた場合や、直接利用者からの要望等を聞く機会を求めた場合は、その要請に応じている。

以上のことから、概ね指定管理者の組織体制は適切に運用されていると判断される。
	Ａ
	【人材確保について】
・適切に確保できている。引き続き、計画的に行っていくことが望ましい。

	９安定的な運営が可能となる財政的基盤
	(１)運営基盤として、経営規模、事業規模、組織規模等は十分か。
(２)運営基盤として、財政状態は適正か。
【指標】自己資本比率、流動比率、固定比率、総資本経常利益率、固定長期適合率
	○両法人の「令和元年度事業・決算報告書」参照
	Ａ
	（１）（２）
会計を専門とする委員の意見を参考に、所管課にて評価を行う。
法人の財政状況については参考資料参照。
	Ａ
	【令和２年度の財政状況について】
・新型コロナウイルス感染症拡大対策に関する収益減が想定されるため、法人の財務状況の悪化が懸念される。
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